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東京電力（株）福島第一原子力発電所や英国のセラフィールド施設に代表される多量の核燃料物質・放

射性物質を内包する高線量条件下にある原子力施設の廃止措置に向けた基盤的研究として、耐高放射線の

遠隔駆動型放射線検出器システムの開発を英国・ブリストル大と京都大学が協力して実施した。新しく製

作した検出器をもちいて、京都大学複合原子力科学研究所のコバルト６０ガンマ線照射場を用いてシステ

ムの特性や高線量条件下での測定を実施した。 
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1. 緒言 東電福島第一原子力発電所や英国セラフィールド施設のよう

な多量の核燃料物質・放射性物質が存在する高線量条件下での廃止措置

に向けた基盤研究として、耐高放射線の放射線検出器システムの開発を

英国・ブリストル大と京都大学が協力して実施した。検出器は、英国ブ

リストル大で開発が進められている leakage current型ダイヤモンド検出

器を使用し、京都大学複合原子力科学研究所（以下、京大複合研）が保

有する各種の放射線照射場を用いてシステムの特性や高線量条件下で

の適用性に関する課題抽出を行い、検出器システムの機能向上

を計るための基礎データを取得することを目的とした。 

2. 実験 英国ブリストル大学側で開発したダイヤモンド検出器

（図 1）と信号処理システムプロトタイプを用いて、京大複合研

のコバルト６０ガンマ線照射装置を用いて低～高線量における

ガンマ線照射実験を実施した。検出器と線源からの距離を変え

ながら、0.1～1000Gy/h までの高ガンマ線量に対する検出器から

の電流値測定と放射線耐性の確認を行った。 

3. 結果・考察 図 2 に検出器から得られた電流値と、事前に測

定した線量率参照値との相関図を示す。ダイヤモンド検出器の

個体差の解消や暗電流測定の精度向上等の技術課題が明らかと

なったが、図 2 より、線量率との比例関係が確認でき、本システムの有効性を確認することができた。ま

た、この成果を踏まえ、中性子検出器としての新しい応用法について検討を行い、今後の研究課題を見出

すことができた。この基礎実験の結果を基に、英国セラフィールド施設において照射実験を実施したとこ

ろ、参照値（TLD）との一致が確認され、ダイヤモンド検出器の有効性を確認することができた。発表で

は、形状の異なる検出器毎の比較や実験結果の詳細について報告する。 
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図 2 線量率と検出器電流値との相関図 

 
図 1 ダイヤモンド検出器 
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